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小形ビル管理システム｢ビルマックスーS+
Building SupervisorYand ControISystem､､BU=_MAX-S′′

ビルの省エネルギー化,省力化のニーズに対応し,ビル管理システムの需要が高

まっており,最近では,大規模ビルに限らず,中･小規模ビルにも広範囲に導入さ

れる傾向にある｡

日立製作所では,ビルの規模に対応して日立分散形ビル管ヨ撃シテム"BUILMAX''

をシリーズ化しており,今回,中･小規模ビルを対象とした小形ビル管理システム

｢ビルマックスーS+を開発した｡｢ビルマックスーS+は,中央処理装置に16ビットマ

イクロコンピュータを使用した高機能で信頼性,処理性に優れたビル管理システム

である｡

本稿では,この製品の構成と特長について述べる｡
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ビル管理システムは,安全で快適なビル内環ゴ菟を維持し,

同時にビル内に設置される受変電設備,空気調和設備,衛生

給排水設備,防災･防犯設備などの各設備の一括集中監視制

御を行なうことによって,ビル機能維持での省エネルギー,

省力化及びビル全体の非常時での安全性,信頼性の向上を実

現することを目的とするシステムである｡

従来コンピュータを用いたビル管理システムは,大規模ビ

ルを主体に導入されていたが(図1),マイクロコンピュータ

の急速な発達普及と省エネルギー,省力化のニーズに対応し,

最近では床面積1万m2以下の′ト規模ビルにまで広範囲に導入

される傾向1)にある｡

日立製作所では,このような需要に対応して,｢分散制御と

集中管理+を基本理念として日立ビル管理システム`lBUILMAX''

(Building Management and Automation Complex)をシリー

ズ化2),3)しており,今回,これらの思想の上に延床面積2,000

～1万5,000m2で制御点数700点以下の中･小規模ビルを対象

とした低価格,省スペースで高機能な小形ビ′レ管理システム

｢ビルマックスーS+を開発した｡

｢ビルマックスーS+は,中央処理装置に高機能の16ビットマ

イクロコンピュータを使用し,大形システム並みの高速処理

性と信頼性をもつハードウェア構成とするとともに,建物の

規模･用途に応じ柔軟に対応できるソフトウェア構成になっ

ている｡

本稿では,今回開発した日立小形ビル管理システム｢ビルマ

ツタスーS+ク)システム構成･機能及びハードウェア,ソフト

ウェアの概要と特長について述べる｡

凶 システム構成と特長

2.1 システム構成

小形ビル管理システム｢ビルマックスーS+のシステム全体構

成を図2に,中央監硯装置の外観を図3に示す｡

中央監視室に中央処理装置,CRT(Catbode Ray Tube)表

示装置,オペレータコンソール,ミニプリンタなどから構成

される中央監視装置を設置し,設備機器の近くに端末制御装

置(以下,リモートステーションと称する｡)が配置される｡

設備機器の運転･故障状態や計測値などは,リモートステー

呵毎
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図l 中･大形ビル管理システムの中央監視装置 中･大形ビル管

理システム用の中央監視装置の外観を示す｡

ションから取り込み,データ変換処理やローカル制御処理を

行なった後,伝送線を通して中央監視装置へ伝送する｡中央

監視装置ではこれらデータを必要に応じCRT表示装置に表示

したり,ミニプリンタに印字するとともに,自動制御や最適

制御処】翼の結果を逆にリモートステーションに伝送する｡こ

れを受けたリモートステーションはデータ変換処理やローカ

ル制御処理を行なった後,設備機器に対し制御指令を行なう｡

2.2 システムの王特長

ビル管理システムは居住者に対する快適なビル環J亮を推持

すると同時に,設備機器の効率的運転や自動化を行なうこと

によって省エネルギー,省力化及びビル全体の安全性,信頼

性の向上をねらいとするものである｡

今回開発した小形ビル管理システム｢ビルマックスーS+は次

に述べるような特長,効果をもっている｡

(1)デマンド制御,無効電力制御,外気取入制御など豊富な

省エネルギーソフトウェアをそろえており,これら機能によ

り約10%の省エネルギーが図れる｡

*日立製作所水戸工場 **日立製作所日立研究所 ***日立製作所機電事業本部
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システム構成 中央監視室の中央監視装置と各現場のRS(リモート

ステーション)を一対のペアケーブルで接続L,両者間でディジタル信号伝送を

行なう｡

l状態表示器

ロギングタイプライタ

ーCRT表示装置

-ミニプリンタ

オペレータ
コンソーノレ

図3 小形ビル管理システム｢ビルマックスーS+の中央監視装置

中央監視室に設置L,CRT表示装置やミニプリンタなどを一体化L,更にオペ

レータコンソールを収納式にLたコンパクトなキユーピクルタイプである｡､
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r2)機器の運転･停止操作(以下,発停と称する｢､),電力･空

調の日報･月報作成,機器の動作･i牧障腎ご工視や記録などを人

手を煩わすことな〈自動で行なえるため,約30%の省力効果

が期待できる｡

(3)システム構成の階層化,処理の分散化,高惟能･高品質

な16ビットマイクロコンピュータの採用などによって,中･

大形システム並みの高い信頼性と安全性を確保している｡

(4)中央監視装置とりモートステーションとは一対のペアケ

ーブルで信号伝送を行なっており,このため配線二L奉賛の大

幅低i成が図れる｡

(5)ビルの規校や用途に応じた慧富なノ､【ドゥェア,ソフト

ウェアを備えておI),このためビルに二最適なシステムの構成

ができる｡

(6)小形から大形システムまで-一一貫した思想でシステム構成

を行なっており,二のため群管理システムや中･大形システ

ムへの拡ゾkも容易に行なえる｡

田 寺幾能概要

′ト形ビル管理システム｢ビルマlソクスーS+の主要機能を表1

に示す｡

底本機能をべ【スにビルの規校や用途に応じた拡張機能,用

途別機能を組み合わせることによって,より高機能なシステ

ムが実現できる構成にしている｡以下に,代表的な機能の概

要について述べる.｡

3.1基本機能

(1)表示機能

設備機器の運転･故障状態や計測値などをCRT表示装置に

表ホする機能であり,表示内容はオペレータコンソールの操

作によって任意に選択できる｡このため,中央監視室にいな

がらビル内各所に設置されている設備機器を一括監視するこ

とができる｡

図4にCRT表示装置の代表的表示画面を示す｡)

表ホ両面は年月Hや時刻を表ホするカレンダーー欄,故障や

異常か発生Lた場合にその旨を表示する警報欄,機器の動作

二状態や三汁測偵を表示する監視データ欄及びオペレータコンソ

【ルに対するオ､イデンスを表示するオ､イデンス欄から構成さ

れ,マンマシン性を配慮した表ホ方法としている｡

(2)記録機能

設備機器に故障や異常が発生した際にその旨をミニプリン

タに日動印字する機能である｡また,設備機器の運転メ犬態や

計測値などもオペレーータコンソールの操作により必要に応じ

て印′子二させることができる｡

印字色は九 繋の2色を使増し,故障･異ノ常の記録は亦色､

一般の記録は黒色で印字することによって見やすく,かつ繁

理しやすく している｡

(3)スケジュール発停制御機能

設備機器をあらかじめ定めた時刻に自動的に発停させる機

能であり,ビル管理で最も基本かつ重要な制御機能である｡

ニグ)ため,

(a)1日の発停回数は制約なしに任意に設定できる｡

(b)発停ブル【プへの登紬機器数は制約なしに任意に設定

できる｡

(c)週間スケジュールに加え当日,翌日などの臨時スケジ

ュールを合わせて合計11パターンものスケジュールを設定

できる｡

(d)特定日を年間予約できる｡

など,きめ細かいスケジュuル制御を行なえるよう配膚､し



表l機能一覧 基本機能をべ一スにピルの規模,用途に応じて拡張機弧

用途別機能を組み合わせることができる｡

項 目 寸幾 能 備 考

基

本

機

能

監 視 状態.計測,異常監視

表 示
考犬態,計測,異常表示 CRT表示

カレンダー.時計表示 CRT表示

記 毒責
状態.計測,異常記録 ミニプリンタ

操作記録 ミニプリンタ

制 御

スケジュール発停制御

遠隔手動操作

デマンド監視

火災時空調機停止

設 定 監視.記事も制御パラメータ設定 コンソーノレ

拡

張

機

能

表 示 常時状態表示 状態表示器

記 ≡録

データロギング ミニプリンタ

日報.月報作成 ロギングタイプライタ
検針記録 ロギングタイプライタ

制 御

デマンド制御

無効電力制御

夕十気取入制御

停復電制御

夕t気冷房制御

エレベーター監視

エレベーター管玉里制御

用

途

別

拡

張

機

能

ホ テ ル

宿泊予約管理

チェックイン･チェックアウト

管理

バンケットスケジュール制御

病 院 手術室温湿度のリモート操作

学 校
カリキュラムスケジュール制御

照明調光制御

店 舗 ビ ル
ショーケースデューティ制御

店内混雉度に応じた外気取入制御

オフィスヒリレ

残業予約管王里

自動検針

出違勤エレベーター制御

ている｡また,これらパラメl¶タはオペレータコンソ【ル

から自由に設定･変更できる構成をとっており,ビルや周

囲の二状況変化に対応して最適な制御が行なえるようになっ

ている｡

小形ビル管理システム｢ビルマ･ツクスーS+423

(4)遠隔手動操作機能

ビル内随所に設置されている機若芽の発停,遮断器の開閉,

照明の点灯･消灯などの遠方操作を行なう機能であり,オペ

レータコンソー柑ルから行なう｡設備機器を個別に操作できる

ことはもちろん,複数の設備機器をグルーピングしてこれを

-一括操作することもできる｡更に,温度,湿度,ダンパ開度

などの設定値を設定･変更することもできる｡

3.2 拡張機能

(1)′削寺状態表ホ

設備機器の運転,停止,故障状態を個別に常時表示させて

おく機能で,+犬態表示器で行なうものである｡主に,重要機

器の状態監視に使用される｡

(2)デマンド制御

契約最大電力を超過しないように随時使用電力量を監視し,

超過が予想される場合にあらかじめ設定したビMクカット対

象機器の優先順位のイ氏いものから順次停止指令を行なう制御

である｡

(3)外気取人制御

室内の炭酸ガス濃度をiFilj定し,一定濃度以上になるとダン

パを全開して外気を取り入れることによっで快適な環境を維

持するための制御である｡

(4)エレベーター監視,制御

エレベーターの運転二状況をCRT表示装置に表示するもので,

′ト規模なエレベーター監視磐の代拝が可能である｡また,出

退勤･昼食時以外の比較的閑散時間帯でエレベーターの1≠i

あるいは数台を日動的に休止させたり,ビル全体の電力デマ

ンドに応じてエレベーターを強制的に休止させるなど,省エ

ネルギー運転を指令することができる｡

8 ハードウェア構成

4.lハードウェア構成

中央監視装置とリモートステーションのハ【ドゥェア構成

を図5に示す｡

システムの中枢となる中央処理装置には高性能,高品質な

16ビ､ソトマイクロコンビュ【タを才末梢している｡また,伝送

制御装置やりモートステーションにもマイクロコンピュータ

を導入したマルチマイクロコンピュータシステムによってイ

ンテリジュンシーの高い構成である｡

メモリはすべて/ヾソテリ【バックアップを行なっており,

ケイホウ‥8四
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図4 CRT表示画面 設備機

器の動作状態表示例を示す｡マンマ

ーガイダンス欄 シン性を配慮Lた表示方法とLて

いる｡
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図5 ハードウェア構成 中央監視装置とリモートステーションのハードウエア構成を示す⊂.装置の小形化,高信頼性化を図るため,専用のセミカスタム

LSl(BCL)を採用Lている｡

停電によるデータの消失がなく制御･監視の連続性を保つこ

とができる｡

中央監視装置とリモートステーションとの間の伝送ライン

は250k bpsと中･大形システム並みの高速ディジタル伝送を

行なっているとともに,必要に応じて伝送路の二重化も可能

である｡

4.2 セミカスタム+Slの採用

装置の小形化,省エネルギー及び高信頼惟を実現するため

に小形ビル管理システム｢ビルマックスーS+専用のセミカスタ

ムLSI(BCL:Building Controllerと称する｡)を開発し,採用

している｡図6にBCLチップ部拡大図を示す｡

主な機能は,

(1)通信制御用LSIとメモリ制御用LSIのバスインタフェー

ス制御

(2)通信用クロック制御

(3)システム及び通信部の監視制御

であり,このBCLは標準LSI3個,MSI･SSI13偶に相当し

(集積度約1,300ゲート),CMOS(Complementary MetalOx-

40

ide Semiconductor)プロセスの使用によリ40ピンパッケージ,

100/ノWと小形,低消費電力となっている｡

BCLの抹用によって,リモートステーションでの制御回路

部が30%に′ト形化でき,またMTBF(平J勺故障間隔)も30%向

上の期待ができる｡このBCLはリモートステーションととも

に中央監視装置の通信制了卸装置部にも使用しており,システ

ム全体の′ト形化,省エネルギー,高信頼性に大きく貢献して

いる｡

4.3 機器概要

主要な機器の概要について以下に説明する｡なお,これら

構成機器の仕様を表2に示す｡

(1)中央監視装置

中央監視装置には中央処理装置,ミニプリンタ,CRT表

ホ装置,オペレータコンソール,二状態表示器を一体化して実

装し,特にオペレータコンソールを引出し可能な収納式とす

ることによってスペースファクタの高いコンパクトな構造と

している｡中央監視装置はキユーピクルタイプのほかにデス

クタイプ(オプション)も準傭し,ビルの規模･用途に応じて
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図6 ビルマックス専用セミカスタムLSl(BC+) 小形ピル管理シ

ステム｢ビルマックスーS+専用のセミカスタムLSl(BCL)を開発L,採用Lている･-

いずれでも選べるようにしている｡また,各稚機器はユニッ

ト構造としているため,列磐に合･わせた専用キユーピクルに

組み込むことも可能である｡

(2)状態表示器

図7に斗失態表示器を示す｡

状態表示は機器の発停二状態,i牧障状態をLED(発･光デイオ

瓜ド)2灯で表ホし,最大40機器まで監視することができるも

のである｡表示だけでなく,簡単なボタン操作によって槻器

の遠隔手動操作もできるようになっており,重要機器の監視･

f別御用として有効である｡

通常,状態表示器は中央監視装置に組み込んだ一休構造と

しているが,必要に応じて第2監視1主などへ別設置すること

ができる｡この場合,中央処理装置と状態表ホ器の間はシリ

アル伝送を行なっているため門己線が簡単である｡

(3)リモートステーション

リモートステーショ ンは,設備機器とのデーータ人工_hノJ及び

小形ビル管理システム｢ビルマックスーS+425

表2 機器イ士様一覧 中央監視装置の主要機器の仕様を示す√-

機 器 項 目 イ士 様

中 央 処 王里 装 置

C P U 16ビットマイクロコンピュータ

メ モ リ
lCメモリ(バソテリーバックア

ップ付)

エラー検出機能
WDTタイムアウト,イン/ヾリ

ッドエラー

ミ ニ プ リ ン タ

印 字 方 式 ドットインパクトシリアル方式

印 字 速 度 l.2-㌧5行/秒

印 字 数 24字/行

印 字 色 赤,黒2色

CRT表示装置

オーくレ一夕

画 面 寸 う去 14jn

表示 文 字 数 l.920字(80字ノ/行×24行)

表 示 方 式 キャラクタ表示

表 示 色
グリーン(モノクロ),カラ【

(7色)はオプションである･

キ ー 種 類
10キー及び専用ファンクショ

コ ン ソ
ー ノレ ンキー

状態表示器

(オプション)

表 示 方 式 +ED点灯表示

表 示 点 数 40点以下

ロギングタイ70ライク

(オフ0ション)

印 字 方 式 ン古宇インパクト方式

印 字 速 度 48字′/秒

印 字 数 80へ132字/r行

印 字 色 赤.黒2色

250kbps

リモートステーション

伝 送 速 度

伝 送 方 式 半二重ポーリング方式

同 期 方 式 フレーム同期

誤 り 制 御 CRC方式

時 間 監 視 応答監視タイマ

)主:f略語説明

WDT(WatcllDog T仰nler)

CRC(Cycl10Rcd川1darl(つy C11eCk)

LED(発光ダイオード)

中火監視装帯とのデータ伝送を行なうもので,現場の設伯機

器近くに分散して設置される.｡二のため,防摩形密閉構造と

している｡

リモートステ【ション1台の規校は,入出力信号の植竹に

よっても変わるが,30～120∴ウニ程度であり,l㍉引卦のボックス形

〔幅600×奥行250×高さ700(mm)〕から自立のキユーピクル形

まで設置+大子兄などに応じて選択できるように準イ偏してある√J

図7 状態表示器 設備機器の動作状態表示とともに,遠隔手動操作も行なえる｡
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図8 ソフトウェア構成 中央監視装置とリモートステーションのソフトウェア構成を示す⊂･プログラムは機能別にモジュール化パッケージ化Lている｡

l司 ソフトウェア構成

図8に中央監視装置とリモートステーションのソフトウェ

ア構成を示す｡

プログラムは機能別にモジュール化,バツケ【ジ化してお

I),ビルの規模や用途に応じて最適なソフトウェアを容易に

構成することができる｡

プログラムとデータとは完全に分離Lたソフトウエア構成

とし,ビルに対応する仕様･機能はすべてデータとして記憶

(データベース)しておき,二のデータベースをプログラムが

解読して実行する方式としている｡このため,システムの改

造や変更に対してもデータの再編集だけによって容易に対応

することができる｡

また,データベースの一部はオペレータコンソールからオン

ライン状態で簡単に設定･変更できる方式としており,必要に

応じて目的に合った最適な機能に組み変えることが可能である｡

田 システムの拡張性,発展性

｢ビルマックスーS+は,単独で,制御点数700点以下の′ト規

模ビルに適用できるだけでなく,"BUILMAX”シリーズの_L

位機種と組み合わせることによって,大規模ビルへの適用も

可能である｡"BUILMAX'1シリ】ズは,小形から大形まで一

貫した設計思想で開発しているため,ビルドアップ方式､分散

処理方式によるシステム構成が容易にできるように配慮して

いる｡すなわち,大規模ビルでもビルの設イ備系統,運用方式

を整理し,機能及び処理を小規模ビル並みの規模に分割する

ことによって,複数の小形ビル管理システムを組み合わせた
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分散処理方式のシステム構成が実現できる｡

また,従来,ビル管羊堅システムは,単一ビルの設備監視制

御を主体とするものが多かったが,最近では,近接した複数

のど/レの設備･情報を集中管理･制御する地域ビル群管王里シ

ステムや,遠方に一亡フこ在する複数の小規模ビルを日本電信電話

公社の同線を利用して管理する広域ビル群管王里システムのニ

ーズが増えてきている｡｢ビルマックスーS+は,このようなシ

ステムへの展開も考慮している｡

l】 結 言

以.L,今【口1開発した日立小形ビル管理システム｢ビルマソク

スーS+の機台巨とハードウェア,ソフトウェア構成について述

べた｡16ビットマイクロコンピュータの導入により,小形な

がら高機能,高信相性をもち低価格で使いやすい経済的なシ

ステムを構成することができた｡今後は,光通信ネットワー

クシステムなどの周辺システム,関連技術を結集したビル総

合管理システムとして,更にハードウェア,ソフトウェア機

能の拡張,充実に鋭意努力してゆく考えである｡
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